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学位記授与式に臨まれる学生の皆様、保護者の
皆様、ご卒業おめでとうございます。釧路キャン
パスでの生活はいかがでしたか。「釧路校でよかっ
た」と思っていただけるような充実したものであっ
たらと願っています。
私は令和７年４月から後援会会長を務めること

となりました福岡真理子と申します。よろしくお
願いします。生粋の釧路校育ちで、５回も釧路校
にお世話になりました。昭和時代に大学生で４年、
大学院開設時に第１期生として２年、平成28年か
ら大学教員として５年、令和４年は事務職で１年、
現在は非常勤講師として関わっています。釧路校
や学生・卒業生に対する愛情はたっぷりだと自負
しています。夏は涼しく、冬は雪が少なく晴天が
多い気候の釧路は自然が豊かなうえに地域の応援
も大変強力です。釧路校の特色の１つ、フィール
ド活動は釧路市内や近隣の町（白糠町、釧路町）
の国公立校43校で年間10回の現場体験を受け入れ
ています。私はその現場を毎回巡回していますが、
どの学校でも緊張しながらも子どもたちと全力で
関わっている学生の姿が見られます。現場の管理
職や先生方からの評判は、「１年から２年にかけ
ての成長が著しい」ととても良いです。大学での
授業時とは違った顔を見せてくれます。また、新
入生研修では道東の多数の僻地校に「学生の学び
の場の提供」として受け入れていただいています。
１年生から現場に入って実践ができるのは、この
強力な応援のたまものです。そしてバス借り上げ
補助に賛同いただいている会員の皆様のおかげで
す。心よりお礼申し上げます。学生生活がよりよ
い環境で過ごせるよう、活発な活動が行えるよう
尽力してまいります。
最後になりますが、改めて会員の皆様の日ごろ

のご理解とご協力に感謝申し上げるとともに今後
の後援会活動にも「釧路校の応援団の核」として
ご支援・ご協力をお願いいたします。

　北海道教育大学釧路校の同窓会、「鶴陵会」会長
の室山と申します。新たに後援会員となられました
皆様に、心からお祝いを申し上げます。
　釧路校の卒業生で組織している「鶴陵会」は、
昭和26年３月15日、北海道学芸大学釧路分校の２年
課程を修了した41名の先輩たちによって創立された
同窓会です。北海道教育大学の五校にはそれぞれの
同窓会があり、鶴陵会はその中でも一番新しく設立
された同窓会です。
　これまで母校を修了・卒業された方々は、15,000
名を超えますが、現在教員を主として活躍している
鶴陵会員は道内20支部に合わせて約1,800名で、支部
こそありませんが全国各地に卒業生がいます。鶴陵
会は「研修・親睦・奉仕」を活動の指針とし、自ら
の資質能力の向上、未来を担う子どもたちの教育、
さらに地域の教育、文化の振興のために尽力して
います。そして、その土台となる同窓生相互の絆
づくりを積極的に行っています。
　同窓会の意義は三つあります。一つは、同窓の
つながりを強めることです。同期としての横のつな
がりだけでなく、先輩、後輩との縦のつながりは将
来にわたって非常に貴重なものになります。卒業後、
それぞれの地域、職場に離れてしまっても「同窓」
のひと言で、一気に心は母校の思い出で満ち、人脈
が広がります。二つ目は、母校に対しての支援です。
「母校に対して自分たちは何ができるのか」を考え、
何か一つでも役立つことを探してほしいと思います。
三つ目は卒業生に対しての支援です。卒業生が新し
い環境に慣れ、充実した生活を送れるように様々な
支援、情報の提供、共有を行うことです。
　教員採用試験については、鶴陵会本部も大学と連
携しながら、３年生には過去の出題例や予想問題を
提示し、４年生には本番を想定した面接や模擬授業
等を実施しています。合格率は道内でトップですが、
学生にはさらに一層の奮闘を期待しているところです。
　これからも鶴陵会は、母校の応援団として後輩で
ある学生の育成に努めていきたいと思います。後援
会の皆様には、今後ともどうぞよろしくお願い
申し上げます。

釧路校の応援団の釧路校の応援団の
　　　核として　　　核として

釧路校同窓会組織釧路校同窓会組織
　　　「鶴陵会」から　　　「鶴陵会」から

北海道教育大学釧路校後援会会長北海道教育大学釧路校後援会会長 北海道教育大学鶴陵会（釧路校同窓会）会長北海道教育大学鶴陵会（釧路校同窓会）会長

（昭和56年卒業）（昭和56年卒業）
福　岡　真理子福　岡　真理子 室　山　俊　美室　山　俊　美

● ご挨拶（学生へのメッセージ）
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今年も元気な釧路校今年も元気な釧路校

● キャンパス長挨拶

北海道教育大学釧路校キャンパス長（名誉会長）北海道教育大学釧路校キャンパス長（名誉会長）

和　地　輝　仁和　地　輝　仁

日頃より後援会の皆様には、釧路校の教育活動
にご理解とご支援を賜り、誠にありがとうござい
ます。
このところ地域によっては記録的な大雪や交通

障害が発生するなど、生活に影響があったことと
存じます。後援会の皆様におかれましては、これ
らを乗り越え、健やかにお過ごしのこととお慶び
申し上げます。
さて、今年で2011年３月の東日本大震災から15

年が経過します。釧路でも津波の被害がありまし
た。その後も、2018年９月に発生した最大震度７
の北海道胆振東部地震では、全道規模のブラック
アウトが起こり、釧路校も数日間停電となりまし
た。さらに、2025年７月のカムチャツカ地震では
津波警報が発令され、釧路校には学生・地域住民
合わせて100名以上が避難しました。避難の受け
入れ体制を含め、これらの経験は今後に活かされ
ることでしょう。また、将来学生が教員になった
とき、防災への理解や避難誘導における１つの判
断が多くの命を守ることにつながります。防災教
育の充実は、今後も継続して取り組むべき重要な
課題です。
防災に関連した話題としては、授業開発研究室

の学生団体「つなくる」は令和６年度の防災まち
づくり大賞総務大臣賞に続き、令和７年度は防災
功労者内閣総理大臣表彰を受賞しました。まさに、
釧路校で取り組んでいることを、学生が社会活動
として実践した成果であり、嬉しい限りです。
今後も釧路校の学生の活躍に期待が持てます。
そして、令和８年度実施の新しい入試、「北海

道みらいの教員」養成枠が、いよいよ始まります。
これは、文部科学省の「地域教員希望枠を活用し
た教員養成大学・学部の機能強化事業」に採択さ
れたもので、北海道教育大学と北海道教育委員会

が連携して、高校段階の学び、大学・教職大学院
での教員養成、教員採用に至る一連の流れを見据
えて、地域に質の高い教員を輩出することが目的
です。高校段階の学びとしては、既に、北海道
教育委員会と連携して、高大連携事業「みらいの
教員育成プログラム」を実施しており、徐々に全
道に展開しているところです。道東を中心に、
北海道の地域に教員を輩出するという点では、
18歳人口や、児童・生徒の人口が減少していく
中で、釧路に大学があるということの意義が年々
高まっているように思います。地域での教員不足
や定着率の課題を考えると、釧路校の卒業生が
道東で活躍し定着することが、持続的に教員需要
を満たす一番の方法です。そのためには、小学校、
および、中学・高校の各教科の免許を取得でき
ることは、地域のニーズを満たす上では堅持すべ
きことです。
さて、釧路校の日常については大学ホームペー
ジの「お知らせ」等から随時発信しています。
さらには、X（旧Twitter）や Instagramでの発
信も行っており、学生の活動や、入学式、卒業式、
大学祭やオープンキャンパス等の行事の様子もご
覧いただけます。この機会に是非フォローして
いただけるとさいわいです。
おかげさまで釧路校の学生は在学期間中の成長
が顕著であり、今年度も教員採用試験合格率・
教職就職率とも高い水準を維持しております。
このような実績や大学生活を支えている大きな要
因のひとつが、後援会の皆様の物心両面にわたる
バックアップであります。
後援会の皆様には、今後とも釧路校の教育活動
を応援して頂き、学生たちを温かく見守り、ご支
援・ご協力くださるよう改めてお願い申し上げます。
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１ 教員志望者向け
⑴対策講座・説明会等　◆全学センター主催（遠隔授業形式）

キャリアセンターで実施している事業は，基本的に「参加自由」です。自分の進路に合った支援を，
学生自身の意志で選択し，利用できます。

キャリアセンター釧路校センターの取り組み（2026年度及び2027年度採用対策）

● 就職状況等

2024年度実施

10/11 教採対策スタートゼミ

10/16～29 進路相談週間

10/23 ◆札幌市教員採用説明会

10/28 ◆東京都教員採用説明会

10/29 ◆川崎市教員採用説明会

11/₁ 基礎講座①（道教委出前講座）

11/₈ 基礎講座②（先輩からのアドバイス）

11/11 ◆横浜市教員採用説明会

11/12 ◆千葉県・千葉市教員採用説明会

11/14 ◆岩手県教員採用説明会

11/15 基礎講座③（自己分析）

11/19 ◆神奈川県教員採用説明会

11/20 ◆青森県教員採用説明会

11/27 ◆秋田県教員採用説明会

11/28 ◆茨城県教員採用説明会

12/₆ 基礎講座④（３年次１次対策）

12/12 ◆福島県教員採用説明会

12/13 教員採用試験大学推薦希望者説明会

12/16 ◆北海道教員採用説明会

12/17 ◆宮城県教員採用説明会

12/18 ◆仙台市教員採用説明会

12/19 ◆さいたま市教員採用説明会

₁/30 ◆山形県教員採用説明会

₂/19 基礎講座⑤（道外対策Ⅰ）　※中止

₃/19 基礎講座⑥（論作文添削指導）　※中止

■■■■■ 2026年度採用対策（４年次対象）
■■■■■ 2027年度採用対策（２・３年次対象）　

2025年度実施

₄/₇ 教採対策パワーアップゼミ

₄/₉ 重点講座①（願書Ⅰ）

₄/14 重点講座②（願書Ⅱ）

₄/14 ◆川崎市教員採用説明会

₄/15 ◆神奈川県教員採用説明会

₄/16 ◆さいたま市教員採用説明会

₄/17 ◆千葉県・千葉市教員採用説明会

₄/18 重点講座③（願書Ⅲ）

₄/21 ◆相模原市教員採用説明会

₅/16 重点講座④　（道外対策Ⅰ）

₅/23 重点講座⑤　（道外対策Ⅱ）

₆/₆ 重点講座⑥　（道外対策Ⅲ）

₆/17 教採対策ラストスパートゼミ

₆/20 総合講座①（教科等指導法）

₆/25 総合講座②（個別面接Ⅰ－１ ）

₇/₂ 総合講座③（個別面接Ⅰ－２ ）

₇/₉ 総合講座④（個別面接Ⅱ－１ ）

₇/11 総合講座⑤（個別面接Ⅱ－２ ）

₇/14 総合講座⑥（個別面接Ⅲ－１ ）

₇/16 総合講座⑦（個別面接Ⅲ－２ ）

₇/23 総合講座⑧（個別面接Ⅲ－３）

₇/25 総合講座⑨（個別面接Ⅳ－１ ）

₇/28 総合講座⑩（個別面接Ⅳ－２ ）

₇/30 総合講座⑪（個別面接Ⅳ－３ ）　※中止

₇/31 総合講座⑫（道外対策Ⅴ－１）
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６/６
２年次生キャリアガイダンス

※協力：マイナビ

９/30 新入生対象後期直前ガイダンス
※協力：ゆうちょ銀行，マイナビ

10/10
３年次生対象教育実習後キャリアガイダンス
※協力：白糠町教育委員会，厚岸町教育委員会

１/30 ３年次直前ガイダンス

１/30 ４年次直前ガイダンス

後期授業 教員になるためのキャリア形成

通年
相談員による進路相談，願書・履歴書・エ
ントリーシートの書き方指導・添削，面接・
模擬授業等の指導・助言。

３　 その他キャリア支援

2024年度実施

１/31 就活本格化講座（民間対策）
※協力：マイナビ

２/５ 公務員試験対策講座
 ※協力：TAC札幌校

2025年度実施

１/23 就活本格化講座（民間対策）
※協力：マイナビ

２/６ 公務員試験対策講座
 ※協力：TAC札幌校

２　公務員・民間企業志望者向け８/１ 総合講座⑬（道外対策Ⅴ－２）

８/４ 総合講座⑭（道外対策Ⅴ－３）

10/２・10/16 北海道・札幌市公立学校教員登録者説明会

10/２・10/16 北海道・札幌市臨時教員採用希望者説明会

10/10 教採対策スタートゼミ

10/27～30 進路相談週間

10/30 北海道教育庁釧路教育局による臨時的任用
教員希望者説明会

10/30 ◆札幌市教員採用説明会

10/31 基礎講座①（道教委出前講座）　※中止

11/４ ◆神奈川県教員採用説明会

11/５ ◆岩手県教員採用説明会

11/７ 基礎講座②（先輩からのアドバイス）

11/７ 教員採用前プレセミナー①

11/11 ◆横浜市教員採用説明会

11/14 基礎講座③（自己分析）

11/17 ◆青森県教員採用説明会

11/18 ◆北海道教員採用説明会

11/25 ◆秋田県教員採用説明会

11/27 ◆福島県教員採用説明会

12/２ ◆千葉県・千葉市教員採用説明会

12/５ 基礎講座④（３年次１次対策）

12/５ 教員採用前プレセミナー②

12/８ ◆東京都教員採用説明会

12/９ ◆川崎市教員採用説明会

12/12 教員採用前プレセミナー③

12/16 ◆宮城県教員採用説明会

12/17 ◆仙台市教員採用説明会

12/18 ◆山形県教員採用説明会

１/９ 教員採用前プレセミナー④

２/18 基礎講座⑤（道外対策Ⅰ）

３/18 基礎講座⑥（論作文添削指導）
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公立学校教員（登録）

北海道 札幌市 青森県 岩手県 宮城県 仙台市 秋田県
山形県 福島県 茨城県 千葉県・千葉市 東京都 神奈川県 横浜市
川崎市 新潟県 新潟市 大阪市 鳥取県 広島県・広島市 香川県
福岡県

公務員（合格）

北海道庁 小樽市 旭川市 釧路市 帯広市 恵庭市 美瑛町
美幌町 幕別町 池田町 浦幌町 中標津町 宮古市 東京消防庁

民間企業等（内定）

横山食品株式会社 株式会社夢真
ホクレン農業協同組合連合会 株式会社トライアルカンパニー
株式会社ダイイチサポート リ・カレント株式会社
炉端くし炉番小屋 株式会社エラン
株式会社大江本家
株式会社ペイロール
株式会社イングリウッド

進　学　先

北海道教育大学大学院 教育学研究科 高度教職実践専攻

北海道大学大学院 環境科学院 環境起学専攻

帯広畜産大学大学院 畜産科学研究科 畜産科学専攻

宮城教育大学大学院 教育学研究科 専門職学位課程

筑波大学大学院 人間総合科学学術院 人間総合科学研究群

上越教育大学大学院 専門職学位課程 教育実践高度化専攻

【令和７年12月19日現在】

学　　　　　部 令和６年度
（Ｒ7.3卒業）

令和５年度
（Ｒ6.3卒業）

令和４年度
（Ｒ5.3卒業）

令和３年度
（Ｒ4.3卒業）

令和２年度
（Ｒ3.3卒業）

令和元年度
（Ｒ2.3卒業）

卒　業　生　数 187 171 189 184 183 179

教 員

正　規 117 101 110 97 99 96

臨　時 23 26 27 36 26 28

計 140 127 137 133 125 124

公 務 員

正　規 8 10 18 10 15 20

臨　時 2 3 2 1 4 0

計 10 13 20 11 19 20

民間企業

正　規 16 13 9 18 26 17

臨　時 6 2 3 0 1 0

計 22 15 12 18 27 17

進 学 進　学 13 9 17 10 9 13

そ の 他 その他 1 4 1 8 1 0

未 就 職

教 員 志 望 1 2 1 3 1 1

公務員志望 0 0 1 0 0 1

民 間 志 望 0 1 0 1 1 1

計 1 3 2 4 2 3

不　明 0 0 0 0 0 2

卒業生就職状況（令和元年度～令和６年度）

令和７年度（R８.３）卒業予定者の進路情報（令和８年度採用）

【令和７年５月１日現在】
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　令和６年度に卒業した学生の約75％が、北海道をはじめ、全国各地の教壇に立っています。教員になった学生のうち、
約84％が正規採用です。臨時採用となった卒業生の多くは数年のうちに正規採用となっています。
　公務員・民間企業・進学その他の進路が約25％ですが、教員養成課程で身につけた能力は、それぞれの職場や進
学先でも活かされ、高く評価されています。

教員以外の主な就職・進学先

胆振総合振興局／千歳市役所／静岡県警察本部／北洋銀行／日本郵便／日本政策金融公庫／北海道教育大学大学院

【令和７年５月１日現在】

卒業生数 受験結果 合計 前年度

187

受　　験 151 136
１次合格 149 126
登　　録 126 109
採　　用 116 101

道内・小計 道外・小計 合計 前年度
107 69 176 168
104 65 169 150
82 55 137 126
65 51 116 101

北海道 札幌市 道内・小計
85 22 107
84 20 104
72 10 82
57 8 65

東　北 関　東 中　部
青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

仙
台
市

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

小
　
計

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

さ
い
た
ま
市

千
葉
県
・
千
葉
市

東
京
都

神
奈
川
県

横
浜
市

川
崎
市

相
模
原
市

小
　
計

新
潟
県

新
潟
市

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

静
岡
市

浜
松
市

愛
知
県

名
古
屋
市

三
重
県

小
　
計

2 15 5 4 5 1 32 4 3 1 1 1 2 4 1 17 1 1 1 1 1 1 8 14

2 13 5 4 5 1 30 4 3 1 1 1 2 4 1 17 1 1 1 1 1 1 7 13

1 13 3 3 5 1 26 4 3 1 0 1 0 3 1 13 1 1 1 1 1 1 6 12

1 13 3 3 3 1 24 3 3 1 0 1 0 2 1 11 1 1 1 1 1 1 6 12

関　西 中　国 四　国 九州・沖縄

道
外
・
小
計

滋
賀
県

京
都
府

京
都
市

大
阪
府

大
阪
市

堺
市
兵
庫
県

神
戸
市

奈
良
県

和
歌
山
県

小
　
計

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県
・
岡
山
市

広
島
県
・
広
島
市

山
口
県

小
　
計

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

小
　
計

福
岡
県

福
岡
市

北
九
州
市

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

熊
本
市

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

小
　
計

1 1 2 1 1 0 1 2 3 69

1 0 1 1 1 0 1 2 3 65

0 0 0 1 1 0 1 2 3 55

0 0 0 1 1 0 1 2 3 51

令和６年度（R７.３）卒業生　都道府県別教員採用試験受験状況（学部）
※実人数 ※延べ人数 ※延べ人数

令和６年度卒業生の進路データ　（令和７年５月現在）

教員就職率約75%・うち正規採用84％の実績

令和６年度
卒業生の
進路状況

令和7年5月1日現在
（予定も含む）

北海道
46.4%教員

74.9%

道外
42.2%

民間 11.2%

公務員 5.9%

進学 7.0%
その他 1.0%

札幌市
11.4%
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卒業生からのメッセージ

　大学を卒業してからの半年間は、まさに目の

前のことに必死で向き合い続けた日々でした。

大学では卒業論文に追われ、「これ以上に大変

なことはない」と思っていましたが、4月から

働き始めてその考えは一瞬で覆されました。

教師の仕事は想像以上に大変で、毎日が挑戦の

連続です。それでも、子どもたちの成長を一番

近くで見守ることや、笑顔で過ごす時間には

大きなやりがいがあります。

　この一年間で大切にしてきたのは、「素直に

学ぶ姿勢」と「やってみる勇気」です。分から

ないことは早めに相談し、助言を受け止め、実

際にやってみて初めて気づけたことがたくさん

ありました。また、同期とのつながりも大きな

支えで、悩みを共有したり励まし合ったりする

時間が力になっています。

　在学生の皆さんには、ぜひ大学のうちに多く

の経験を積んでほしいと思います。実習やボラ

ンティア、人との出会いは必ず現場での自信に

つながります。皆さんといつか一緒に働ける

日を楽しみにしています。

　社会に出ることに、期待と不安を感じていた

あの頃から、早くも１年が過ぎようとしてい

ます。実際に働いてみると、思い通りにいか

ないことや迷う場面も多く、後悔することも

たくさんありました。そんな中で大切だと感

じたのは、結果や評価に振り回されるのでは

なく、自分のコントロールできることにベスト

を尽くすことです。精一杯の準備をしても思う

ような結果にならないこともあれば、その逆

もあります。だからこそ、自分でコントロール

できることとできないことを区別し、自分を

大切にしながらベストを尽くしていきたいと

思うようになりました。

　また、働く中で、周囲の人に支えられている

ことを実感する場面がたくさんあります。分か

らないことや不安なことは一人では抱え込まず、

小さなことでも相談してみてください。真剣に

向き合ってくれる先輩方がたくさんいます。

感謝の気持ちと謙虚な姿勢を忘れずに、１歩

ずつ進んでいけば大丈夫です。みなさんのこれ

からを応援しています。

釧路市立芦野小学校　釧路市立芦野小学校　藤村先生藤村先生 白糠町立庶路学園　白糠町立庶路学園　山内先生山内先生
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本校では、社会で活躍されている卒業生から在学生へメッセージをいただき、
各種刊行物で紹介しております。その一部を次のように紹介いたします。

　憧れだった教師になり、不安でいっぱいだっ

た４月から１年が経とうとしています。

　生徒との関係づくりや、授業づくりなどたく

さん実践し、試行錯誤する毎日を過ごしています。

　教師になってすぐは、自分のことでいっぱい

になってしまい、子どもたちのことをしっかり

と見ることができていませんでした。そのため、

生徒との関係や授業がうまくいっているのか

わからず、もどかしさを感じていました。同じ

職場で働く先輩方や、大学４年間を共に過ご

した同期には今でも助けられています。日々

の悩みを聞いてくれるだけでなく、休日に一緒

に出かけてリフレッシュすることで、楽しみ

ながら子どもたちに向き合う日々を過ごすこと

ができています。

　後輩のみなさんには、大学での学びを大切

にしながら、恐れずに様々なことへ挑戦して

ほしいと思います。その経験は、いつか必ず

自分を支える「自信」へと変わります。私も

みなさんに負けないよう、挑戦し続ける教師で

ありたいと思います。いつか一緒にお仕事が

できる日を楽しみにしています。

　夢であった教員として働き始め、あっという

間に一年が過ぎようとしています。最初は毎日

が手探りで、授業や学級経営が思うようにいか

ず、不安や焦りを感じ、落ち込むことも多く

ありました。周りの先生方と比べて、「自分に

向いているのだろうか」と悩んだ時期もあり

ます。そんな中で私を支えてくれたのは、周囲

の先生方の温かい声掛けと、何より子どもたち

の存在でした。たくさんのご指導や励ましを

いただき、少しずつ前を向いて進むことができ

ました。また、子どもたちの成長を間近で感じ、

自分自身も成長できることがこの仕事の大きな

やりがいだと実感しています。

　慣れてきたと感じている今でも、不安や焦り

を感じることはあります。その度に学んできた

ことや、自分の努力してきたことを思い出す

ようにしています。

　大学生という期間はかけがえのない時間です。

悔いのないようにたくさん遊ぶことはもちろん、

将来を見据えて実習や講義に向き合ってみてく

ださい。皆さんが積み重ねた一つ一つの努力は、

社会に出た時、必ず自分を支える力になります。

釧路市立鳥取中学校　釧路市立鳥取中学校　北田先生北田先生 秋田市立飯島南小学校　秋田市立飯島南小学校　和合谷先生和合谷先生
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● 事務局から

　後援会では、イベントやサークル活動への補助、図書の購入、各所整備及び
施設充実など、様々な学生支援事業を行っています。その一部をご紹介します。

構内一斉清掃事業

学校教育の実践と省察
　ステージ設備や発電機の設置に係る費用を
補助しています。

大　学　祭

　４月３日㈭、コーチャンフォー釧路文化ホールにおいて挙行しました。入学式の運営等に
協力しています。

入　学　式

後援会による学生支援活動

　１・２年次の必修では、毎週金曜
日に朝から放課後まで学校現場で過
ごします。学生を送迎するバス費用
を補助しています。

　気持ち良い学生生活が送れるように学生・教職員一斉に校舎内外を清掃しています。
参加学生には飲料を提供しています。
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サークル・部活動への支援・助成

卒業記念品の贈呈

図書の購入

教員採用試験関係資料の購入
　各都道府県の教員採用試験過去問題集等を取りそろえ、キャリアセンターに配備・活用
しています。

　活動費及び全道大会、全国大会への参
加経費等を補助しています。また、物品
等の購入を助成しています。

　卒業生の門出を祝福し、記念品を贈呈
しています。

（写真は昨年度のものです）

　教育実践関係を中心に約130冊購入し、
図書館に配備されております。これらの図
書は毎日学生に貸し出され、授業のレポー
ト作成・自学自習・余暇の充実等に広く活
用されています。
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釧路校教員一覧　（令和８年３月1日現在）

専攻名等 分野名 氏　　名 専　　門
地域学校教育実践専攻 学校教育実践分野 川前　あゆみ（教授） 教育学（へき地教育論）

境　智洋（教授） 生活科・総合的な学習
玉井　康之（特任教授） 地域生活指導
楜澤　実（准教授） 学級経営・道徳教育
廣重　真人（准教授） 情報技術教育
小野　豪大（講師） 比較教育学

発達教育実践分野 小野川　文子（教授） 特別支援教育
浅井　継悟（准教授） 臨床心理学
田中　雅子（准教授） 特別支援教育
戸田　竜也（准教授） 特別支援教育・教育福祉
半澤　礼之（教授） 発達心理学・教育心理学
石垣　雅也（講師） インクルーシブ教育
木戸口　正宏（講師） 生徒指導、進路指導

地域環境教育実践分野 伊原　禎雄（教授） 生態学
野村　卓（教授） 環境教育学・社会教育学・食育・食農教育論
小林　淳一（教授） 学校教育学・教育社会学
宮前　耕史（准教授） 地域教育・民俗学

国語教育実践分野 佐野　比呂己（教授） 近代文学・国語科教育学
関谷　由一（准教授） 古典文学
久田　行雄（准教授） 日本語学
梶田　祥嗣（講師） 漢文学
長屋　樹廣（講師） 国語科教育

社会科教育実践分野 浅利　祐一（特任教授） 法律学
酒井　多加志（教授） 地理学
中村　太一（教授） 日本史
山元　研二（教授） 社会科教育学
秋山　徹（准教授） 外国史
遠藤　健樹（准教授） 倫理学
髙﨑　優子（准教授） 社会学
玉井　慎也（講師） 社会科教育学

英語教育実践分野 椙本　顕士（准教授） 英語学
鈴木　健太郎（准教授） 英語教育学
砂川　典子（准教授） 英語文学
堀田　誠（准教授） 英語教育学
Knoepfler Christopher Alan （講師） 英語教育学

数学教育実践分野 早勢　裕明（教授） 数学教育学
和地　輝仁（教授） 代数学
大滝　孝治（准教授） 数学教育学
黒川　友紀（講師） 解析学

理科教育実践分野 中川　雅仁（教授） 物理学
川西　亮太（准教授） 生物学
中山　雅茂（准教授） 理科教育学
松岡　秀人（准教授） 化学
長根　智洋（講師） 理科教育学

美術教育実践分野 佐々木　宰（教授） 美術教育学
福江　良純（教授） 彫刻・造形理論

音楽教育実践分野 小野　亮祐（教授） 音楽学・音楽教育学・西洋音楽史
鴨川　太郎（教授） 声楽・合唱
中西　紗織（准教授） 音楽学・音楽教育学・日本音楽史

家庭科教育実践分野 土岐　圭佑（准教授） 家庭科教育学
保健体育科教育実践分野 越川　茂樹（教授） スポーツ教育学・体育科教育学

白川　和希（准教授） 健康管理学
山本　悟（准教授） 運動学
深見　智一（准教授） 総合的な学習・特別活動学
星　裕（准教授） 教育評価学・学習評価論
秋保　和久（学校臨床教授） 学校経営
小澤　一記（学校臨床教授） 学校経営

専門職学位課程（教職大学院） 鈴木　紳一（特任教授） 校内研修・学校経営
佐々木　豊（教授） 生徒指導・教育相談
針ヶ谷　一義（教授） 学校経営
森　健一郎（教授） 理科教育学
柴田　題寛（准教授）　 生徒指導・教育相談
安井　智恵（准教授） 学校経営
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項　　　目 予算額 決算額 増△減 備　　　　考

事
　
　
業
　
　
費

会 議 費 50,000 0 50,000 総会、役員会及び会計監査経費
会 報 刊 行 費 300,000 292,490 7,510 後援会だより印刷及び発送
就 職 対 策 費 1,300,000 303,086 996,914 就職対策雑誌購入等
教育フィールド研究補助費 2,000,000 2,000,880 △ 880 教育フィールド研究補助（大学へ寄附）

学生活動
補 助 費

大学祭補助費 600,000 455,320 144,680 ステージ設営等
課外活動補助費 900,000 453,586 446,414 サークル活動、遠征等補助
地区体補助費 0 0 0 実施なし

計 1,500,000 908,906 591,094
学 生 厚 生 費 900,000 829,600 70,400 私設郵便差出箱取集料、同窓会入会費、卒業記念品
学 生 図 書 費 700,000 700,000 0 学生教養図書費（大学へ寄附）
学 生 健 康 診 断 費 750,000 758,085 △ 8,085 学生定期健康診断費
学 生 研 修 補 助 費 1,000,000 1,000,000 0 新入生研修補助（バス借上げ、昼食）
学 生 環 境 整 備 費 800,000 800,000 0 講義室の備品等整備等
国 際 交 流 費 300,000 300,000 0 国際交流事業資金（大学へ寄附）
行 事 費 40,000 24,710 15,290 構内一斉清掃関係費
渉 外 費 70,000 66,860 3,140 教育関係機関等との連絡渉外費

計 9,710,000 7,984,617 1,725,383
事 務 費 50,000 1,540 48,460 事務用品、封筒印刷等
雑 費 50,000 14,169 35,831 協賛金等
予 備 費 416,103 377,930 38,173 予備費、私設郵便差出箱取集料（2021～2023年分）

計 10,226,103 8,378,256 1,847,847

項　　　目 予算額 決算額 増△減 備　　　　考
前 年 度 繰 越 2,226,065 2,226,065 0
会 費 8,000,000 7,967,139 △ 32,861 1年次198人、2年次3人（振込手数料減）
雑 収 入 38 1,783 1,745 預金利息1,783円

計 10,226,103 10,194,987 △ 31,116

項　　　目 令和７年度 令和６年度 増△減 備　　　　考
前 年 度 繰 越 1,816,731 2,226,065 △ 409,334
会 費 7,800,000 8,000,000 △ 200,000 入会者195人×40,000円
雑 収 入 2,269 38 2,231 預金利息等

計 9,619,000 10,226,103 △ 607,103

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

収入 10,194,987円 － 支出 8,378,256円 ＝ 残額・繰越 1,816,731円

令和６年度 後援会決算書

令和７年度 後援会予算書
単位：円　

単位：円　

単位：円　

単位：円　

項　　　目 令和７年度 令和６年度 増△減 備　　　　考

事
　
　
業
　
　
費

会 議 費 50,000 50,000 0 総会、役員会及び会計監査経費
会 報 刊 行 費 300,000 300,000 0 後援会だより印刷及び発送
就 職 対 策 費 1,150,000 1,300,000 △ 150,000 就職対策雑誌購入等
教育フィールド研究補助費 2,470,000 2,000,000 470,000 実践・省察科目参加補助（大学へ寄附等）

学生活動
補 助 費

大学祭補助費 600,000 600,000 0 ステージ設営等
課外活動補助費 850,000 900,000 △ 50,000 サークル活動、遠征等補助
地区体補助費 令和６年度より北海道地区大学体育大会の開催は廃止となったため、配分しない。

計 1,450,000 1,500,000 △ 50,000
学 生 厚 生 費 800,000 900,000 △ 100,000 卒業祝賀関係費、同窓会入会費
学 生 図 書 費 600,000 700,000 △ 100,000 学生教養図書費（大学へ寄附）
学 生 健 康 診 断 費 750,000 750,000 0 学生定期健康診断費
学 生 研 修 補 助 費 800,000 1,000,000 △ 200,000 新入生研修補助（大学へ寄附）
学 生 環 境 整 備 費 800,000 800,000 0 講義室の備品等整備（大学へ寄附）
国 際 交 流 費 200,000 300,000 △ 100,000 国際交流事業資金（大学へ寄附）
行 事 費 30,000 40,000 △ 10,000 構内一斉清掃関係費
渉 外 費 70,000 70,000 0 教育関係機関等との連絡渉外費

計 9,470,000 9,710,000 △ 240,000
事 務 費 30,000 50,000 △ 20,000 事務用品、封筒印刷等
雑 　 　 費 20,000 50,000 △ 30,000 協賛金等
予 備 費 99,000 416,103 △ 317,103 予備費

計 9,619,000 10,226,103 △ 607,103
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月 日 曜　日 行　　　　　　　事

４月 ３日 金 入学式（釧路市生涯学習センターまなぼっと幣舞）

 ６～８日 月・火・水 新入生ガイダンス（予定）

 ９日 木 前期授業開始

６月 １日 月 創立記念日

７月 20日 月 オープンキャンパス

８月 ６日 木 前期授業終了

 ７日 金 夏季休業期間（～９月30日）

９月 下旬 ９月卒業・修了生学位記授与式

10月 １日 木 後期授業開始

 23～25日 金・土・日 大学祭（23日は準備日）

12月 28日 月 冬季休業期間（～１月１日）

２月 ４日 木 後期授業終了

 ５日 金 学年末休業期間（～３月31日）

３月 中旬 ３月卒業・修了生学位記授与式

令和８年度　釧路校年間行事予定表

オープンキャンパスにおける体験授業の様子
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後援会だより 〈第29号〉

北海道教育大学釧路校後援会
〒085-8580 北海道釧路市城山１丁目15番55号
ＴＥＬ0154－44－3212・ＦＡＸ0154－44－3218

◎３月16日㈪に学位記授与式を開催

する予定です。

　本会より卒業生へ、卒業の記念品

としてボールペンを贈呈いたし

ます。

◎令和８年度の後援会総会は、昨年

度に引き続き書面協議により開催

する予定です。

　詳細は大学ホームページ等により

お知らせいたします。

役員名 氏　　名 役　　職

名誉会長 和　地　輝　仁 釧路校キャンパス長

会 長 福　岡　真理子

副 会 長 久　保　伸　二

〃 濱　下　直　仁 在学生のご家族（４年）

常任委員 野　村　　　卓 評議員

〃 小　野　亮　祐 　〃　　

〃 佐　野　比呂己 入試委員会広報部会長

〃 半　澤　礼　之 キャリア支援委員長

〃 山　元　研　二 学生委員長

〃 小野川　文　子 学生生活サポート室長

〃 砂　川　典　子 国際交流・協力センター釧路校センター長

〃 北　村　　　晋 在学生のご家族（３年）

〃 高　橋　秀　明 在学生のご家族（２年）

〃 上　田　卓　郎 在学生のご家族（１年）

監査委員 二　橋　潤　一

〃 初　貝　謙　一 係　長（財務グループ）

役員名 氏　　名 役　　職

理 事 長 小　林　佳　之 事務長

庶務理事 菅　原　立　樹 係　長（総務グループ）

〃 寺　林　　　茜 　〃　（総務グループ）

〃 前　田　和　彦 　〃　（学術情報グループ）

会計理事 武　藤　　　丈 副事務長

〃 天　崎　健　治 係　長（財務グループ）

企画理事 及　川　　　昇 総括係長（教育支援グループ）

〃 小　野　幸　郎 係　長（教育支援グループ）

令和７年度 後援会役員名簿




